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　新大阪発着「さくら」
川内駅に上下21本停車!!

2011. １.10　広報さつませんだい❺ ❹広報薩摩川内　2011. １.10

　市では、市民の安全・安心確保のため、各
世帯へ確実に防災情報を伝達する戸別受信機
を市内全世帯に整備することとしています。
昨年度、屋外拡声塔の整備が完了。本年度か
ら戸別受信機設置を開始し、里地域の約 600
世帯に設置が完了しました。今後、平成 25
年度までに市内全世帯に設置していきます。
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　４月１日、観光交流部を新設。シティセー
ルスサポーター制度を設け、「薩摩川内の魅力
を磨き上げてまちを “まるごと ” 売り込む」シ
ティセールス活動を開始しました。また、市
内の代表的な観光資源を逸話などを交えて紹
介する観光ガイドブック｢薩摩川内えぴそーど
100｣も完成しました。

　老朽化が進んでいた川内川向田地区堤防の
質的強化対策工事が 7月に完了しました。こ
の工事により、古くなった堤防が取り除かれ、
新しい堤防に造り変えられています。川内川
における安全・安心が確保される中、本市に
おいても、まちと水辺が融合した良好な河川
空間の利活用推進を図ることとしています。

　シティセールス推進の一環として、㈱まち
づくり薩摩川内、川内菓子工業組合、川内商
工会議所、市特産品協会、鹿児島純心女子大
学および関係機関で「さつませんだいブランド
デザインプロジェクト」を立ち上げ、本市の新
しいおみやげ品「ｍｕｃｃａ」を開発・販売開
始しました。

　７月 29 日、本市と中越パルプ工業㈱川内
工場および鹿児島県印刷工業組合川薩支部の
三者で「国産竹 100％使用竹紙の利用促進に
係る協定」を締結しました。これにより国産竹
100％使用竹紙を本市の特産品として広くＰ
Ｒし、竹材の有効活用および地域の魅力発信
につながっていくことが期待されます。

　４月４日、川内港から釜山港を結ぶ定期コ
ンテナ航路を使って、中国常熟市へ初めての
木材輸出が実現しました。また、同航路は平
成 16 年の航路開設以来、順調に取扱量を増
やし、11月 16 日には念願の週２便化も実現
しました。今後も引き続き、中国・東南アジ
アに近い地理的優位性を最大限に活かし、南
九州における信頼性の高い国際貿易港として
さらなる発展が期待されます。
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　４月１日、過疎化や高齢化が進行するゴ
※

ー
ルド集落について、地域が抱える課題の解決
と市民が住み慣れた地域に安心して住み続け
られる地域づくりを推進することを目的に、
薩摩川内市ゴールド集落活性化条例を制定し
ました。
※�毎年１月１日現在の住民基本台帳に登録された 65
歳以上の人口割合が 50％以上の自治会区域で、本
市独自の呼称です。

　４月に宮崎県で発生した家畜伝染病口蹄疫
に対し、市は薩摩川内市家畜伝染病対策本部
（口蹄疫対策本部）を設置しました。消毒薬の
配布や消毒ポイントの設置、子牛の飼料代な
ど育成費の助成、再開後最初のセリ市での子
牛導入費の補助、国が定める基準である発動
価格と平均価格の差額の一部補てんなどの対
応策を講じました。
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　９月に本市で合宿を行った全日本女子バレー
ボールチームが、11月に開催されたバレーボ
ール世界選手権（世界バレー）で見事 32年ぶり
の銅メダルを獲得しました。また、２月に本市
で春季キャンプを行った千葉ロッテマリーンズ
２軍も優勝。これに続き、１軍も日本一に輝く
という素晴らしい成績を収めました。
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　10月８・９日、緊急消防援助隊九州ブロッ
ク合同訓練が宮里公園で実施されました。九
州各県から消防部隊 116 隊、Ｄ

デ ィ ー マ ッ ト

ＭＡT（災害派
遣医療チーム）11 チーム、陸上自衛隊第８施
設大隊が参加。大規模災害を想定して救助・
救急・消火訓練を実施しました。また 11 月
には、総務省消防庁から本市に支援車Ｉ型が
無償貸与されました。
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　４月１日から、県内で本市が初めて、独自
の子ども医療費助成として、中学校修了まで
の医療費（医療保険適用分）を完全無料化しま
した。この制度は、子どもの健康と健やかな
育成を図り、深刻化する少子化対策と子育て
支援の一環として、誰もが安心して子どもを
健やかに育てられる社会づくりを目指すもの
です。
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　6月 7日、薩摩川内市議会が川内原子力発
電所３号機増設計画に対する賛成陳情を採択
し、同日、岩切秀雄市長が議員全員協議会の
場で同計画への同意を表明しました。11 月
19 日には、伊藤祐一郎知事も重要電源開発地
点指定に関し「異議はない」旨を国へ回答。国
は12月16日に川内原子力発電所３号機を「重
要電源開発地点」に指定しました。
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